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一般民事リーガルクリニックの活動報告



























員 1名 と民事系研究者教員 1名が共同で担
当 し (責任者は実務家教員),また2ない
し4名程度の学生を参加させる｡



























研究者教員 栗田陸雄 (教授 ･民訴法),田
口勉 (教授 ･民法),鶴藤倫道 (教授 ･民
法),橡川泰史 (教授 ･商法),丸山茂 (教


















要点を基準 として 1件の相談は,1つの項 目に





































金 の午後 5:30か ら8:30まで,原則 とし



























事案の分類 売買 .質 離婚 .財 遺産分割. 通行 .境 民事執行 交通事故. 登記 .雇 合 計
貸借等契 産管理等 相続等 界等相隣 医療過誤. 用 .消費年度 約関係 関係 債務不履行等 者被害その他
2005年度 9 1 9 5 3 5 3 35





2007年 3月末 をもって退職 し,新 しく仁平正
夫教授 と高橋理一郎教授が 4月に赴任 したこと
により,間部俊明教授,本間豊講師,三宮改俊












学生が リーガルクリニックを履修 してお り,ま
た全般的な印象 として,学生は十分な準備 を経
た うえで緊張感 をもって参加 していた と思われ
る｡これにより, リーガルクt)ニックは,所期
した成果 を挙げつつあると考えられる｡また準
備段階及び開設時からほぼ 4年間にわた り,丸
山教授が構想及び運営全体の責任者 としてここ
まで到達することができたものである｡ しか し,
今後の課題 として,地域社会に根ざした法曹を
養成するために,これまでやや不足気味であっ
た,消費者間題や企業経営の問題等を取 り込み,
バ ランスのとれた相談案件 を確保するようにい
っそうの努力 をすること,また次にローヤ リン
グのあり方について共通認識 を高めて行 くこと
等の必要性を感 じている｡
